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鵜

澤

四

丁
譯

一

八

〇

九

年

よ

り

一

八

二

〇

年

に

至

る

問

に

タ

ー

ナ
ー

の
畫

才

は

急

速

の

進

歩

を

爲

し

て
、油
繪

の

名

品

を

多

く

出

し

て

居

る
｡
T
h
e
 
F
r
o
s
t
y
 
M
o
r
n
i
n
g
,
C
r
o
s
s
i
n
g
 
t
h
e
 
B
r
o
o
k
,
S
o
m
e
r
 
H
i
l
l
,
W
a
t
o
n
 
B
r
i
g
e
y
 
R
o
b
y
 
C
a
t
s
l
e

等

は
、
氏

の

生

涯

中

の

傑

作

で

あ

ら

う
。

氏

は

彫

刻

の

版

下
(
重

に

書

物

の

挿
畫

な

り
)作

製

に

多

忙

を

告

げ

て

居

つ

た

の

で
、
依

托

さ

れ

ま

た

は
賣

る

爲

め

の

水

彩
畫

は

比

較

的

に

製

作

が

少

か

つ

た

の

で

あ

る
。
し

か

し

一
八
一
一

年

に

ロ
ー

ヤ

ル
ア

カ

デ

ミ

ー

展

覧

會

に
送

つ

た

大

作
C
h
c
-

y
e
s
s

は

人

の

注

意

を

惹

く

も

の

て

あ

る
。
こ

れ

は

大

幅

で

も

あ

り
、
印

象

的

の

作

品

で
G
l
a
n
c
u
s
 
a
n
d
 
S
c
y
l
l
a
 
o
f
r
t
u
 
L
i
b
e
r

S
t
u
d
i
o
r
u
m

の

描

圖

と

酷

似

し

て

居

る

が
、
色

彩

の

廣

さ

や

上

品

な
點

に

於

て
、初

期

と

中

世

期

の

中

間

に

位

し

て

居

る

の

で

あ

る
。
こ

の
畫

の

著

名

な

る
點

は
、
極
端

な

グ

リ

ー

キ

風

の

感

じ

に

あ

る
。
色

彩

は

措

い

て
、其

他

は

一

見

グ

リ
ー

キ
島
嶼

の

風

景

や

感

情

が

心

中

に
浮

ぶ

の

で

あ
る

が
、
タ

ー

ナ

ー

は

曾

て

こ
ゝ

に

遊

ん

だ

こ

と

は

な

い

の

で

あ

る
。

タ
ー

ナ

ー

の

最

も

早

い

頃

の

書

籍

の

挿
畫

は
、
一

八

一

二

年

か

ら

一

八

二

六

年

に

至

る

間

に
成

つ

た
｢英

國

の

南

海

峯
｣
で

あ

つ

た
。
氏

は

細

線

彫

刻

家

た

り

出

版

者

た

る

ダ

ブ

リ

ユ

ー
、
ビ
ー
、
ク

ツ

ク

と

約

束

し
、
東

は

ノ
ー

ル

か

ら

西

ブ

リ

ス

ト

ル

チ

ヤ

ン

ネ

ル

に

至

る

海

岸

の

景

色

四

十

枚

を

提

供

し

た
。
そ

の

補

助

者

と

し

て

は
、
當

時
一

流

の

水

彩
畫

家
、
デ

ウ

イ

ン

ト
、
ク

レ

ン

ネ

ル
、
プ

ロ
ー

ト

其

他

が

あ

つ

た
。
タ

ー

ナ
ー

は

小

形

の

下
畫

一
枚

を

七

ギ

ニ

ー
半

宛

の

稿

料

を

受

け

た

が
、
こ

の
價

は

直

に

上

つ

て

十

ギ

ニ
ー

と

な

り

終

に

は

二

十

ギ

ニ
ー

と

な

つ

た
。
そ

れ

に

も

飽

足

ら

ず

ク

ツ

ク

と

の

約

束

を

破

つ

た

と

い

ふ

ご

で

と

あ

る
。

南

海

岸

の

圖
畫

は

巧

妙

で
、
高
尚

な

出

來

で

あ

る
。
以

前

の

作

品

に

比

し

て

は
、
寧

ろ

色

彩

の

調

子

が

よ

り

暖

い
。多

く

は

極

端

に

美

麗

で

あ

る

が
、
今
は
褪
消

し

て
、揮

毫

當

時

の

美

麗

な

る

面

影

を

止

め

な

い
。し

か

し

中

に

は
褪
消

せ

ず

に

立

派

な

ま
ゝ

に

存

し

て

あ

る

も

の

も

な

い

で

に

な

い
。
ア

イ

ル

ラ

ン

ド

の

ナ

シ

ヨ

ナ

ル

ギ

ヤ

ラ

リ

に

あ

る
C
l
o
v
e
l
l
y
 
B
a
y
及
L
u
l
w
o
r
t
h



C
o
v
e

の

如

き

も

そ

の

例

で

あ

る
。

南

海

岸

の

圖
畫

に
、
性

質

上
稍

似

通

ふ

て

居

る

が
、
よ

り

多

く

高
尚

の

出

來

で

あ

る

も

の

は
、建

築

家

へ

ー

ク

ウ

イ

ル
"
P
i
c
t
-

u
r
e
s
q
u
e
 
J
o
u
r
 
I
n
 
I
t
a
r
y
"

(
一

八

二

〇

年

の

出

版
)
の

挿
畫

で

あ

る
。
ラ

ス

キ

ン

は

こ

れ

等

の

多

く

を

所

持

し

て

居

つ

て
、
非

常

に

こ

れ

を
稱

讃

し

て
、
時

に

は

そ

の

著
｢近

世

水

彩
畫

家
｣
及

其

他

の

著

書

に

説

明

し

て

居

る
。

一

八

一

七

年

も

し

く

は

一

八

一

八

年

に

タ

ー

ナ
ー

は

そ

の

傑

作

中

の

一

た

る

挿
畫

を

製

作

し

初

め

た
。
こ

は

華

美

な

｢リ

ツ

チ

モ

ン

ド

シ

ヤ

イ

ア

の

歴

史
｣
の

挿
畫

で

あ

つ

て
、今
猶

空

前

の

美

麗

な

る

風

土

記

と

し

て

世

の
稱

讃

す

る

も

の

で

あ

る
。
タ

ー

ナ
ー

の

爲

め

に

地

方

委

員

か

指

定

し

た
畫

題

は

リ

ッ

チ

モ

ン

ド

の

街

を

中

心

と

し

て

ヨ

ー

ク

シ

ャ

イ

ア

の

ノ

ー

ス

ラ

イ

デ

イ

ン

グ

や

ラ

ン

カ

シ

ャ

イ
ア

及

ウ

エ

ス

ト

モ

ー

ラ

ン

ド

の

邊

等

詩

的

な

地

か

ら

取

つ

て

居

る
。
タ
ー

ナ

ー

に
畫

の

稿

料

と

し

て

一
枚

二

十

五

ギ

ニ

ー

を

受

け

た
、
其

後

は

こ

れ

を

普

通

の

稿

料

と

し

て

受

け

た

が
、
現

今

は

一
枚

が

一

千

も

し

く

は

三

千

ギ
ニ

ー

の
價

が

あ
る

の

で

あ

る
。
こ

の

頃

の

作

品

は
、
晩

年

の

に

比

し

て
畫

風

も

色

料

も
單

簡

で

は

あ

る

が

所

謂
｢
ヨ

ー

ク

シ

ャ

イ

ア

時

代

の

優

れ

て

人

を

魁

す

る

の

力

が

あ

る
。
惜

し

む

べ

き

は
｢リ

ッ

チ

モ

ン

ド

シ

ャ

イ

ア
｣
の
圖
畫

の

如

き
、
處

々

に

散

見

す

る

け

れ

ど

も
、
皆

多

く

は
褪

色

し

て

昔

の

面

影

を

存

し

て

居

ら

な

い
。

殆

ん

と

一

八

三

〇

年

に

至

る

ま

で

は

タ

ー

ナ
ー

の

圖
畫

は

多

く

は

透

明

な

水

彩

顔

料

を

使

用

し

た

が
、
可

な

り

早

い

時

代

か

ら

ス

ケ

ッ

チ

に

は

氏

は

特

に

急

速

を

要

す

る

時

に

は
、
他

の

水

彩

顔

料

を

用

ゐ

る
。
｢其

の

水

彩

顔

料
｣
と

い

ふ

の

は
、
水

の

換

り

に

チ

ャ

イ
ニ
ー

ス
ホ

ア

イ

ト

や

其

他

の

不

透

明

な

白

の

顔

料

を

混

じ

て

使

用

す

る

の

で

あ

る
。
そ

れ

に
、
時

と

し

て

に

鼠

も

し

く

は

中

和

色

の

色

紙

を

用

ゐ

て

仕

事

を

よ

リ

多

く

迅

速

に

し

た

の

で

あ

る
。
氏

に

は

こ

れ

に

就

て

逸

話

が

あ

る
。
一

八

一
七

年

に

ラ

イ

ン

地

方

へ

三

週

間

の

巡

遊

を

し

た

と

き

に

殆

ん

ど

一

日

に

三

枚

位

の

速

力

て
、
可

な

り

な

大

き

さ

の
畫

を

五

十

枚

製

作

し

た
。
氏

は

用

紙

を

最

初

に

含

藍

鼠

色

に

一
様

に

塗

つ

て

置

い

て

調

子

を

沈

重

に

し

て
、
其

の

顔

料

の

仕

事

に

適

す

る

や

う

に

す

る

の

で

あ

る
。
か

く

す
る

が

爲

め

に

普
通

の

透

明

な

顔

料

を

使

用

す
る

に

比

し

て
、非

常

な

時

間

の

節

約

が
あ

る
。
氏

は
歸

英

後

直
に

フ
ァ
ー

ン

リ
ー

ホ

ー

ル

に

持
參

し
、
フ

オ
ー

ク

ス

氏

に

示

す

と
、
氏

は

非

常

に

喜

ん

で
、
直

に

五

百



ポ

ド

ン

で

買

入

れ

た

と

い

ふ

事

で

あ

る
。
こ

れ

は

永

く

氏

の

家

寳

と

し

て

保

存

せ

ら

れ

て

居

つ

た

が

其

中

の

或

物

は
數

年

以

前

に

散

逸

し

た

も

の

も

あ

る

と

の

事

で

あ

る
。

タ
ー

ナ

ー

は

一

八

一

八

年

に

サ
ー

､オ
ー

タ

ー
、
ス

コ

ッ

ト

の

著

書
"
T
e
e
 
P
r
o
v
i
n
e
c
i
a
l
 
A
n
t
i
q
u
u
i
t
e
e
s
 
o
f
 
S
c
o
t
l
a
n
d
"

の

挿
畫

製

作

の

爲

め

北

方

に

旅

行

し

た
。
ス

コ

ッ

ト

は

最

初

生
粹

の

ス

コ

ッ

ト

ラ

ン

ド

人

で
、
ダ

ッ

デ

ン

グ

ス

ト

ン

に
住

す

る

風

景

畫
家

の

牧

師

ジ

ョ

ン
、
ト

ム

ソ

ン

に

挿
畫

を

托

し

た

か

つ

た

の

て

あ

る

が
、
出

版

者

が

世

間

に

名

の
賣

れ

た

タ

ー

ナ

ー

に

依

頼

し

た

い

と

い

ふ

の

で
、
結

局
半

分

宛

依

托

す

る

事

と

な

つ

た
。
挿
畫

は

皆

高
尚

優

美

の

出

來

で

あ

つ

た
。
ボ

ス

ウ

エ

ル
、
ク

リ

チ

ト

ン
、
ロ
ー

ズ

リ

ン

城
、
エ

ヂ

ン

バ

ラ
ー

を
畫

題

と

せ

る

三

四
(就

中
｢キ

ャ

ル

ト

ン

圖

よ

り

ヱ

ヂ

ン

バ

ラ

ー

を

望

む
｣
は

傑

作
)

及

タ

ン

タ

ロ

ン

と

ダ

ン

パ

ー

の

海

岸

の

砦

等

で

あ

る
。
此

等

の
畫

は

後

に

到

つ

て

書

物

出

版

成

功

の

紀

念

の
爲

め
、
出

版

者

か

ら

ス

コ
ッ

ト

に

贈

つ

た

の

で
、
つ

い

近

年

迄

ア

ボ

ッ

フ

オ

ル

ド

に

残

存

し

て

居

つ

た

の

て

あ

つ

た
。

一

八

一
九

年

に

は

タ

ー

ナ

ー

は

初

め

て

羅

馬

に

族

行

し

た
。
氏

は

す

で

に

油
繪

も
餘

り

描

か

な

か

つ

た

が
、
水

彩
畫

も

澤

山

は

出

來

な

か

つ

た
。
最

も

興

趣

に

富

ん

で

居

る

も

の

は

キ

ヤ

ン

パ

グ

ナ

習

作
畫

で

あ

る
、
こ

れ

等

の

多

く

は

皆

ナ

シ

ョ

ナ

ル

ギ

ヤ

ラ

リ

ー

に

あ

る
、(
"
H
a
k
e
w
i
l
l
"

『

羅

馬

の
畫

に

氏

在

英

中

に

製

作

せ

る

も

の

と

い

ふ

説

て

あ

る
)
。

氏

の

羅

馬

行

は
、
そ

の

作

品

に

悪

影

響

を

來

し

た

と

い

ふ

て

も

可

い
。殊

に

氏

の

油
繪

に

於

て

然

り

で

あ

る
。
此

時

よ

り

氏

の

畫
題

が
益

々

空

想

的

と

な

り
、
色

彩

が
華
麗

と

な

り
、
意

匠

が

複

雑

と

な

つ

た
｡素

よ

り
"
C
h
i
l
d
e
 
H
a
r
o
l
d
'
s
 
P
i
l
z
r
i
m
a
g
e
"

の

如

き

絢

燗

た

る

例

外

あ

る

は

勿

論

で

あ

る

が
、
昔

の

簡

約

沈

静

な

筆

は

失

せ

て

影

だ

に

止

め

な

い
、氏

の

水

彩
畫

に

於

て

も

亦

同

一
傾

向

が

あ

る
。
翌

一

八

二

〇

年

の
｢美

術

年

報
｣を

見

る

と

左

の

如

き

批

評

が

あ

つ

た
。

 

｢
タ
ー

ナ

ー

は

氏
獨

特

の
燦
爛

た

る

作

物

を

出

し

た
。
氏

の

近

年

の

作

品

の

み

を

知

る

も

の

は
、
氏

の

傑

作

中

に

一
貫

せ

る
、

端

嚴

簡

約

に

し

て

し

か

も

優

美

な

る

筆

力

あ

る

を

信

ず

る

こ

と

は

出

來

得

ま

い
。氏

の

羅

馬

行

以

前

の

初

期

の

作

品

と

此

集

中

に

あ

る

も

の

と

は

實

に

別

人

の

作

と

見

ら

れ

る
。前

者

は

自

然

的

で

簡

約

に

上

々

の

作

で

あ

る
。
後

者

は

不

自

然

即

ち

作

爲

的

で

燦
爛

と

し

て

人

目

を

射

る

の

概

あ

る

も

の

で

あ

る
。
云

々
(ダ

フ

リ

ュ
ー

ヂ
ー

､
ロ

ー

リ

ン

グ

ソ

ン

稿

)


